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測定部 測定機器  適用 
外径 マイクロメータ ピストン外径、シャフト等 
内径 シリンダーゲージ シリンダー内径、ベアリングはめ合い等 
隙間・反り シクネスゲージ スラスト方向がた、シリンダーヘッドひずみ等 







  各種カムの構造、リンク機構、ギヤ歯部の形状、オイルシール等を実際に見て、動き、機能の確認 
ができた 
 














（トルクレンチでの締付トルク管理）        （オイルシールリップ部） 
  
３． まとめ 
エンジンを分解したところ、パッキン・ボルト等を含め、約 380 点ものパーツから構成されてい
る事が分かった。それぞれパーツ単体での機能・形状、それらを組合せての動作確認等、機械構造
体を知るには、有意義な研修であり、ボルトの緩め方・締め方等、単純ではあるが基本的な作業の
重要さ、圧入部品の安全な脱着方法、構造を理解してなければ組み上げる事が難しい作業等、多く
の知識・技術を学ぶ事が出来たと思う。今回は長年放置されたキャブレターの再生が不可能であっ
たため、エンジンの始動が出来なかった。機会があれば、気化器や点火・発電の電気系統等につい
て理解を深め、始動を行いたい。また、来年度のエコロジー&アメニティ・プロジェクトで、エン
ジンの分解組立をテーマとする予定となっている為、使用したエンジンの提供、技術指導の協力依
頼があり、その際には本研修で得た、技術・知識を生かしたい。 
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